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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第34期
第１四半期
累計期間

第35期
第１四半期
累計期間

第34期

会計期間

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　６月30日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　６月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成23年
　　３月31日

売上高 (千円) 1,557,8911,306,7667,378,305

経常損失(△) (千円) △182,146△102,183△198,020

四半期（当期）純損失(△) (千円) △133,445△20,237△262,114

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,370,6751,370,6751,370,675

発行済株式総数 (株) 5,703,5005,703,5005,703,500

純資産額 (千円) 3,698,4553,509,3083,573,411

総資産額 (千円) 6,580,6566,401,5626,428,437

１株当たり四半期（当期）
純損失金額（△）

(円) △24.32 △3.69 △47.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 56.2 54.8 55.6

　
(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社の重要性が乏しいため記載を省略しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、

また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、今年３月11日に発生した東日本大震災および原発事故の

影響等により、国内景気は急速に落ち込み、今夏の電力供給の制約等の影響もあり、先行き不透明な状況に

あります。

　このような状況の中、売上高に関しましては東日本大震災の影響を受け、スポーツおよびその他が増収と

なったものの、セールスプロモーション、コンベンション、セレモニー、フェスティバル、レクリエーション

の各部門が減収したことにより、売上高全体では減収となりました。

　利益に関しましては、売上原価ならびに販売費及び一般管理費の経費削減により営業損失の赤字幅が減少

し、また、投資信託の収益分配金の増加による営業外収益の改善により経常損失の赤字幅が減少しました。

　なお、適格退職年金制度から確定拠出年金制度の移行による退職給付制度の一部終了益として特別利益

109百万円を計上いたしました。

　以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は1,306百万円（前年同期比16.1％減）、営業損失は140百万

円（前年同期の営業損失は187百万円）、経常損失は102百万円（前年同期の経常損失は182百万円）、四半

期純損失は20百万円（前年同期の四半期純損失は133百万円）となりました。

各部門別の状況は次のとおりであります。

〔スポーツ〕

昨年に引き続き日本陸上選手権大会の受注に加え、国民体育大会馬術競技大会（リハーサル）の受

注回復等により、売上高は306百万円と前年同期比31.4％の増収となりました。

〔セールスプロモーション〕

販売促進等の減少により、売上高は268百万円と前年同期比22.1％の減収となりました。

〔コンベンション〕

記念式典等の減少により、売上高は268百万円と前年同期比25.6％の減収となりました。

〔セレモニー〕

地鎮祭・竣工式等の減少により売上高は241百万円と前年同期比22.1％の減収となりました。

〔フェスティバル〕

　地域振興イベント等の減少により売上高は138百万円と前年同期比41.9％の減収となりました。
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〔その他〕

　テントの売渡し・貸し出しの需要が増加したことにより、売上高は51百万円と前年同期比797.0％の

増収となりました。

〔レクリエーション〕

運動会の減少等により、売上高は31百万円と前年同期比50.8％の減収となりました。

　
(2) 財政状態の分析

（資　産）

　当第１四半期会計期間末の資産は前事業年度末に比べて26百万円減少し、6,401百万円となりました。

これは主に受取手形及び売掛金が85百万円増加したものの、現金及び預金が87百万円減少したことに

よるものであります。

（負　債）

　当第１四半期会計期間末の負債は前事業年度末に比べて37百万円増加し、2,892百万円となりました。

これは主に退職給付引当金が224百万円減少したものの、借入金が127百万円、その他が148百万円それ

ぞれ増加したことによるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末の純資産は前事業年度末に比べて64百万円減少し、3,509百万円となりまし

た。これは主に利益剰余金が36百万円、その他有価証券評価差額金が27百万円、それぞれ減少したこと

によるものであります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　
(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月15日)

上場金融商品取引所名又は　　　登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 5,703,5005,703,500
大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）
単元株式は1,000株であります

計 5,703,5005,703,500 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

      該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 5,703,500 ― 1,370,675 ― 1,155,397

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　216,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式
　　　　5,451,000

5,451同上

単元未満株式 普通株式　 36,500 ― 同上

発行済株式総数 5,703,500― ―

総株主の議決権 ― 5,451 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。

　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式848株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社セレスポ

東京都豊島区北大塚
１－21－５

216,000 ― 216,000 3.79

計 ― 216,000 ― 216,000 3.79

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 613,004 525,505

受取手形及び売掛金 891,197 977,158

有価証券 76,112 27,058

原材料及び貯蔵品 19,520 18,141

未成請負契約支出金 ※
 19,569

※
 28,671

その他 79,644 94,181

貸倒引当金 △54,067 △56,800

流動資産合計 1,644,981 1,613,915

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 428,393 422,351

土地 3,310,250 3,310,250

その他（純額） 152,734 152,077

有形固定資産合計 3,891,378 3,884,679

無形固定資産 59,665 55,897

投資その他の資産

その他 900,403 906,791

貸倒引当金 △67,991 △59,720

投資その他の資産合計 832,412 847,070

固定資産合計 4,783,455 4,787,646

資産合計 6,428,437 6,401,562

負債の部

流動負債

買掛金 576,036 574,725

短期借入金 200,000 300,000

未払法人税等 28,914 8,366

賞与引当金 26,169 34,749

1年内返済予定の長期借入金 622,230 657,473

その他 278,573 378,999

流動負債合計 1,731,923 1,954,313

固定負債

長期借入金 661,226 653,763

退職給付引当金 292,234 68,036

役員退職慰労引当金 45,470 43,400

資産除去債務 40,656 40,727

その他 83,514 132,011

固定負債合計 1,123,102 937,939

負債合計 2,855,025 2,892,253
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,370,675 1,370,675

資本剰余金 2,155,397 2,155,397

利益剰余金 115,787 79,090

自己株式 △62,060 △62,060

株主資本合計 3,579,800 3,543,102

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,388 △33,793

評価・換算差額等合計 △6,388 △33,793

純資産合計 3,573,411 3,509,308

負債純資産合計 6,428,437 6,401,562
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 1,557,891 1,306,766

売上原価 1,150,441 916,600

売上総利益 407,450 390,166

販売費及び一般管理費 594,468 530,360

営業損失（△） △187,017 △140,194

営業外収益

受取配当金 7,072 32,467

貸倒引当金戻入額 － 8,156

その他 1,918 1,722

営業外収益合計 8,990 42,347

営業外費用

支払利息 4,119 4,335

営業外費用合計 4,119 4,335

経常損失（△） △182,146 △102,183

特別利益

有価証券売却益 － 10,925

投資有価証券売却益 19,110 6,762

退職給付制度終了益 － 109,279

特別利益合計 19,110 126,966

特別損失

投資有価証券売却損 15,261 12,218

固定資産除却損 186 72

事務所移転費用 2,725 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 31,136 －

その他 2,772 －

特別損失合計 52,081 12,291

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △215,118 12,491

法人税、住民税及び事業税 5,367 5,371

法人税等調整額 △87,040 27,357

法人税等合計 △81,672 32,728

四半期純損失（△） △133,445 △20,237
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
　

　

【追加情報】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 
退職給付引当金

　当社は、平成23年４月１日付で、適格退職年金制度から確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に

関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

　この制度移行による退職給付制度の一部終了損益として、退職給付制度終了益109,279千円を特別利益に計上し

ております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

前事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成23年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

※　未成請負契約支出金とは、仕掛中の請負契約について

発生した原価を集計したものであります。

※　未成請負契約支出金とは、仕掛中の請負契約について

発生した原価を集計したものであります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

　　　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであ

ります。

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

 減価償却費　　　　　　　　　　　18,290千円 　　　　　　　　　　　　　　　　20,627千円
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(株主資本等関係)

　　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　
　　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 32,929 6 平成22年３月31日平成22年６月30日 利益剰余金

　
２．基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの
　

　　　　該当事項はありません。

　
　　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　
　　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 16,459 3 平成23年３月31日平成23年６月30日 利益剰余金

　
２．基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの
　

　　　　該当事項はありません。
　

　３．株主資本の著しい変動
　　　　
　　　　株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期財務諸表等規則10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期財務諸表等規則10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(持分法損益等)

関連会社に関する事項

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

　利益基準および利益剰余金基準等からみて重要性が乏

しい関連会社であるため、記載を省略しております。

同左
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

当社はイベント総合請負業ならびにこれらの関連業務の単一事業セグメントであるた、記載を省略し

ています。

Ⅱ  当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当社はイベント総合請負業ならびにこれらの関連業務の単一事業セグメントであるた、記載を省略し

ています。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

(1) １株当たり四半期純損失金額 24円32銭 3円69銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(千円) 133,445 20,237

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 133,445 20,237

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,487,918 5,486,652

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額（千円） ― ―

　

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月11日

株式会社セレスポ

取締役会  御中

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井　上　　　隆　　司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    早　稲　田　　　　宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社セレスポの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第35期事業年度の第１四半期会計期間(平成

23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セレスポの平成23年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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